戀 YAMAHA 

ホームシアターシステム 

TSS-20/HTS-20 1 

(アンプユニット XI 、フ □ント/センター スピーカー X 3、 
サラウンド スピーカー X 2、 サブ ウーファー XI ) 


取巧説明書 






ヤマ八ホームシアターシステム TSS -2 CVHTS -2 日]をお 
買い上げいにださまして、まことにありがとラございます。 
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支 
障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説 
明書と保証書をよくお読みください。お読みになった 
あとは、保証書と共に大切に保管し、必要に応じてご 
利用 < ださい。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を必ず 
確かめ、販売店からお受け取りください。 













ま全上のごま意 


正しく安全にお使いいただくため、ご使用前に必ずお読みください。 


この r ま全上のごミ主意」に書かれている巧客には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されていまず。 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正し < お使いいただを、あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


給表示の例 

A 気をつけなければならない巧容を 

0 

し口まいけない行為を表していま M 

^必ずしなければならない行為を表 

/ \表しています。 

す。 個 

■ しています。 

^~^たとえば瓜は r 感電注意」をおし 

たとえば®は r 分解禁止」を示し~ 

,たとえばをは「電源プラグを ] ンセ 

ています。 


ています。 

ントから抜くこと」を示していまず。 



运 

プラグを巧く 

を 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性び想定さ 
れる内容をおしています。 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか！5抜く。 

.異常なにおいや音がする。.煙げ出る。 

-内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 

電源コードを傷つけない。 

-重いわのを上に載せない。 . ステープルで止めない。 . 加工をしない。 

. 熱器具には近づけない。 . 無理な力を加えない。 

芯線げむさ出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 


水めれ禁止 




接触禁止 




分解禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

-浴室•台所•海岸•水辺 -加湿器を過度にさかせた部屋 

•雨や雪、水げかかるところ 

水滴の混入により火災や感電の原因となります。 


雷がなりはじめた5電源プラグには舰れない。 

感電の原因となります。 


分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理•調整は販売店にご依頼くださし、。 


長時間使用したとき、本機が発熱して高温になることがありまず。 

高温になったとをには、電源を入れない状態でしば5< 放置してください。 


0 


放熱のため本機を設置ずる際には： 

. 巧やテーブルク n スをかけない。 . あおむけや横倒しには設置しない。 

. 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱げこちり火災の原因となります。 












この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生が想定される巧容をおしています。 





この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷善を負ラ可能性び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生が想定される内容をおしていまず。 





この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生が想定される巧容をおしています。 


每 

A 


ミま意 

〇 


必ず行ラ 

0 


禁止 


處 

プラグを巧く 
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禁止 


電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使巧しない。 

感電や発熱•火災の原因となることげあります。 


持ち運ぶとさにはサブウーファーのポート(側面開□部）に手をかけない。 

ポートがはずれたり、本機を落としたりして、けがの原因となることがあります。 


サブウーファーのずぐ横には割れやずいものなどを置かない。 

サブウーファーか5の空気圧により倒れたり落ちたりして、けがの原因となることびあります。 


ベンジン • シンナー•合成洗剤等で5^をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 


フ□ント及びサラウンドスピーカーを設置ずる際は、じ(下のことにま意する。 

• 壁に取り付ける場合、くぎなどの巧けやすいちのは絶巧に使用しないでくださし、。 

•薄いベニヤ板の壁や柔5かい壁には取り付けないでください。 


センタースピーカーを設置ずる際には、付属の固定テープを使用して確実に 
固定ずる。 

固定テープを貼る場所のほこりやよごれを取り除いてください。また、固定テープの粘着面に 
触れないで < ださい。粘着力の低下により、スピーカーび落ちて、けがの原因となることがあり 
ます。 


センタースピーカーを テレビ (モニター) の上に設置ずる際には、 スピーカー 
の底面積より狭い場巧や傾斜のある場所には設置しない。 

スピーカーげ落ちて、けがの原因となることがあります。 


移動ずる場合は、電源を切り、電源コードをコンセントか日抜き、接続コード 
をがしてか5巧ってください。 

落ちたり倒れたりして、けがの原因となることがあります。 


本機に乗ったり、ぶ日下がったり、寄りかかったりしなし、。 

転倒したり破損したりして、けがの原因となることがあります。 




この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷善を負ラ可能性び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生が想定される内容をおしていまず。 


A 

ミち意 


年に一度く5いは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあ0ます。 


0 

禁止 


車に搭載して使用しない。 

本機は家庭内で使用することを目的としてつく 5れています。カーオーディオ用としては使用 
でさません。 




• 映画館の臨場感をホームシアターで！ 

映画館でなわラよラな迫力と臨場感あふれる日.1チャンネ 
ルオーディオの音場を、 TSS-20/HTS-2 日1ホームシア 
ターシステムでお楽しみ < ださし、。 

• ドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック II 、 
DTS デコーダー、さ引こ AAC デコーダーを搭載 

本システムはドルビーサラウンド、ドルビーデジタル、ま 
たは DTS デジタルサラウンドに対応したソフトの音場を再 
をします。また、通常のステレオ音青をサラウンドで再生 
することちでさます。 

さ5に AAC デコーダーの搭載により、 BS デジタル放送な 
どの己.1チャンネル音声ちお楽しみいただけます。 

• サイレントシネマ 

へッドホンをお使いの場合でち、サイレントシネマ機能に 
よる仮想サラウンドの音場をお楽しみいただけまず。 

• パ’ーチヤルヴラウンド 

フ□ント/センタースピーカーと サブ ウーファー だけで ち 
仮想サラウンドの音場を楽し故ます。 

さ5にサラウンドスピーカーを追加すれば、より迫力のあ 
る音をお楽しみいただけます。（サラウンドスピーカーか5 
はフ□ントスピーカーと同じ音が出ます。） 


■ 本書の記載について 

• :かヒントは操作上のアドノ（イスなど巧足的な説 
明でず。 

♦本書では、本体と U モコンのどちらでち操作でを 
る場合は、1」モコンでの操作を中むに記載してい 
ます。 

參本取扱説明書は製品開発に先びけて印刷されてお 
ります。そのを、操作性の向上、その他の理由に 
より、製品仕様の一部び変更となることびありま 
ず。その場合は製品自体の仕様び優先されまず。 

>説明の便宜上、文中のイラストや名称等び実際の 
製品や捆包箱等と異なる場合びありまず。 


準備する 

特長 

付属品を確認ずる . 

リモコンを準備ずる . 

各部のる称とはた5さ . 

設置について . 

接続のしかた . 

外部機器とのつなざかた . 

スピーカーのつなざかた . 

電源コードのつなざかた . 

電源をオン/オフずる . 

スピーカーの 音量レベルを調節ずる 

テストトーンで調節ずる . 

バーチャルサラウンドモードを使ラ ..... 


操作ずる 

音声を再生ずる . 

S 本操作 . 

シネマ DSP 音場を楽しむ . 

その他の再生モードで楽しむ . 

ソースの音青を巧実に再現ずる . 

ナイトリスニングモード . 

へツドホンを使う . 

ポータブルオーディオプレーヤーを接続ずる . 


その他の情報 

故障かな？と思った5 .. 

語解説 ... 

がよ仕様 . 

ヤマ八ホットライン サービス ネット ワーク . 


Active Servo 

サブウーファーは豊かな重低音を再をするヤマノ \アクティ 
ブヴーボテクノ□ジーを搭載しています。 

SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ/ SILENT CINEMA」 はヤマ八株式会社 
の登録商標です。 

QD-Bass 

サブウーファーは、キャビネット底面のピラ S ッド型拡散 
板により水平4方向に低音成分を効率よく放射する「日 □- 
Bass テクノ □ジー」を採用しています。 

田 DOLBY 

digital] 

ドルビーラボラト U —ズか5の実施権により製造されてい 
ます。 Dolby、 ドルビー、 Pro L 日呂 ic 及びダブル D 記哥ま、 
ドルビーラボラトリーズの商標です。 


藝 ctti 

Digital Surround 

DTS および DTS デジタルサラウンドはデジタルシアターシ 
ステムズの登録商標です。 

AAC □ゴ マー ク 巧は ド ルビーラボラトリー ズの 
\v| 商標です。 


AAC 政下はノ げ J トナンノ く一です。 
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付属品をお認する 


同おされている付属品を確認して < ださし、。 

リモコン AC アダプター 

( NU 40-21 150-370 F ) 



ステレオピン 
ケーブル 


電源コード 



光ファイバー 
ケーブル 



固定テープ 

(センタースピーカー用： 
1セット） 



スタンド 

(アンプユニット用） 



滑止パッド 
(1 セット： 24個） 


ネジ （2 本) 



リモコンを準備する 


跑縁用シートをゆっくりと引き抜く 



絶縁用シート 


U チウム電池はあ5かじめ U モコンに入っています。 
絶縁用シートを引さ巧いてご使用 < ださし、。 


電池が消耗したときは交換してください 

電池げ消耗すると、 U モコンを操作でをる距離げ極端に短 
くなります。このよラな場合は、新しい U チウム電池に交換 
してください。交換のしかたは1目ページをご賣ください。 


ごミ主意 


電池の取り扱いを誤ると火事や爆発などの原因になることがあ 

りますので、十分ごミ主意ください。 

• 電池を分解しないでください。 

• 新しい電池に交換するとさはプラスとマイナスを逆にしなし、 
でください。火事や爆発の原因になることがあります。 

• U チウム電池や、電池の入った U モコンを直射日光が当たる 
所など温度が上昇する場所に置かないでください。 

• 電池を充電しないでください。 

• 電池を交換するときは、おず1」チウム電池 CR2 日2已をご使 
用 < ださい。 

• 電池はお子さまの手の届かないところに保管してください。 
あやまって飲み込んだりした場合は、大ま急医療手当てを 
行ってくださし、。 

• 電池を捨てるとさは必ずテープなどにくるみ、お住いの地方 
自治体で定める規則に従って破棄してください。火のなかに 
は絶対に入れないでください。 

• 電池が液漏れをした場合はただちに電池を破棄し、漏れた液 
にふれたり、あ類などに付着しないよラにしてくださし、液 
にふれるとやけどをすることびあります。やけどをした場台 
はただちに水で洗い流し、医療手当てを受けてください。 
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る部のち顿とはた 6 を 


■ アンプユニット（フ□ントパネル) 



〇音量/モードインジケーター 
モー ド表示 


□日口… Logic 丑 

I AAC DTS □□ Digital 主/副 ム-ピ-ミュージックパーチャル I 
□ □□□□□□ 

|MIN • MAX| 

I 

音量.レベル表示 

音量インジケーターは音量やレベルを表示します。最大の 
音量にすると、すべてのインジケーターが点灯します。 
インジケーターにはちラーつ機能げあり、入力した信号の種 
類や選択した f ー ドによって次のよラに点打します。 

□ AAC (アドバンス ト オーディオコーディング） 

AAC 信号を入力すると点灯します。 

□ DTS 

□ TS 信号を入力すると点灯しまず。 

□ □□ Digital 

ドルビーデジタル信号を入力すると点灯します。 

□ ま/副 

BS / 地上波デジタル放送 (AAC 方式)でま音声(メイン)/富暗吉 
けでの音声びある場含には、リモ]ンの AAC 音声切換キーを巧 
して、主音声(を)、副音声福り)を選ぶことがでをまず。主音吉を 
選ぶとインジケーターが緑で点巧し、副音吉を選ぶと赤<点巧し 
ます。主/副両音声を選ぶとインジケーターは消なします。 


□ムービー 

ドルビープ□□ジック II ムービードを選ぶと点丹します。 

□ ミュージック 

ドルビープ□□ジック n S ュージックモードを置ぶと点灯 
します。 

□ パー チャル 

バーチャルサラウンドモードを選ぶと点：):了します。 

〇 入力切換1〜4インジケーター 

選択した入力 （ U アノ（ネルの入力端テの〜团)のインジケー 
ターが点灯します。 

誠 '-ヒント 

目ポータブル端子に接続した機器を入カソースとして選択した 
ときは、入力切換4インジケーターが点灯します。 

〇ナイトリスニングインジケーター 

ナイト U スニングモードを選ぶと点灯します。 

〇 CINEMA DSP キー 

シネマ DSP 音場プ□グラム（ムービーュージック/テ 
レビ/ゲーム)を還びます。お好みの CINEMA DSP キーを 
押すと点灯します。 

「シネマ DSP 音場を楽しむ」 （] 已ページ)をご覧ください。 

@パーチャルキー 

バーチャルサラウンドモードをオン/オフします。アンプユ 
ニットのバーチャルインジケーターが点に[します。「バーチャ 
ルサラウンドモードを使ラ」 （1 3ページ)をご賣ください。 

® 入力切換キー 

キーを巧すたびに入カソース （ U アパネルの入力端子田〜 
店!に接続した機器）を切り換えます。選択した入力切換イ 
ンジケーター (0) が点口します。 

ミ' 4 '- ヒント 

g ポータブル端子に接続した機器を再生する場含は、入力切換 
4を選びます。 

〇電源 キー 

キーを押すごとに、アンプ ユニッ トをスタンバイ状態か5 
電源オンに（またはその逆に)切り換えます。電源をオンに 
すると電源キーが点灯します。 

:お ヒント 

スタンバイ状態では、リモコンからの赤外線信号を受信するた 
めに、少量なびら電力を消費します。 

® 音量ツマ5 

ちに回すと音量び大きくなり、左に回すとかさくなります。 
現在の音量がインジケーターの点巧で表示されます。 

出荷時の音量は、最ル ( MIN ) に設定されています。 

@且ポータブル端モ 

ポータブルオーディオプレーヤーなどを接続します （17 
ページ)。 

⑩へッドホン端モ 

へッドホンを接続する端子です。サイレントシネマ機能で 
お楽しみいただけます。へッドホンを接続しているときは、 
スピーカーか5音声は出力されません。 

0リモコン受光窓 

付属リモコンが5の信号を受信します。 


準備ずる 
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各部の名称とはたらき 


■ U モコン 



〇モー ド キー 

入力された信号に対応するデコーダーまたはドルビープ n 
□ジック II デコーダーで音場効果をかけずに再生したいと 
をに押します。詳しくは「ソースの音声を忠実に再現する」 
(1 目ページ)をご覧ください。 

©スピーカーレベル +/— 

センター、ヴラウンドスピーカーとサプウーファーの音量を 
調節して、各スピーカー間の音量バランスを最適にします。 

e 電源キー 

キーを巧すごとに、アンプ ユニッ トをスタンバイ状態か5 
電源オンに（またはその逆に)切り換えまず。 

:、お '-ヒント 

スタンバイ状態では、リモコンか b のホが線信号を受信するた 
めに、少量なびら電力を消費します。 

〇 CINEMA DSP キー 

シネマ DSP 音場プ□グラム(ムービー/ミュージック/テレ 
ビ/ゲーム）を選びます。お好みの CINEMA DSP キーを押 
ずと、アンプ ユニッ トの CINEMA DSP キーび点巧します。 
「シネマ DSP 音場を楽しむ」 （] 日ページ)をご覧ください。 

© 音量 +/— キー 

一を巧すと音量げルさくなり、+を巧ずと大きくなります。 
現在の音量げアンプユニットのインジケーターの点灯で表 
示されます。 

出荷時の音量は、最小 ( MIN ) に設定されています。 


©ナイトリスニングキー 

ナイトリスニングモードをオン/オフします。アンプユ 
ニットのナイト U スニングインジケーターび点灯しまず。 
「ナイトリスニングモード」 （17 ページ)をご覧ください。 

® テスト キー 

スピーカーか5テスト!-ーンを鳴5ずとさに押します。テ 
ストトーンは各スピーカー間の音量バランスを調節するの 
に役立ちまず。音量を調節するには音量十/ーキーを使い 
ます。 


@ AAC 音声切換キー（主音声/副音声を切り替える） 

目 S / 地上波デジタル放送などの AAC 信号で使われている、 
モノラルニ重音青入力時に、本機び出力する音靑(主音声/ 
副音声)を選択します。 

ぶニヒント 

-入力がモノラルニ重音靑政外の場合、多重音靑の設定は出力 
に影響しません。 

-主音靑または副音靑を選択している場合、ドルビープ □□ 
ジック II は選択でさません。 

⑩入力切換キー（1、2、3、 4) 

入カソース （ U アノ ネルの入力 端子の〜 团に接続した機器） 
を選びます。アンプユニットの入力切換インジケーターび 
点灯します。 

:、お '-ヒント 

アンプ ユニッ ト前面の 日 ポータブル端テに接続した機器を再生 
するには、入力切換4キーを巧します。 

■ リモコンの使用について 



アンプ ユニッ トのリモコン 
受お窓に向けてご使用くだ 
さい。 

リモコンの取り扱いについてのご注意 

• 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。 

• 下記のよラな場所には置かないよラ、ご注意ください。 



@消音キ— ース I プのそばや風呂場など、温度.湿度の高いところ。 

一時的に音靑を消したいとさに巧します。わラー度キーを 一ほこりのをいところ。 

押すとちとの音量に戻ります。消音状態では、アンプユ ー極端に寒いところ。 

ニットの音量インジケーターが点滅します。 
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設置について 


システム構成 

本システムは政下の製品で構成されています。 


アンプ ユニッ ト X ] 台 


a フ□ントおよびセンタースピーカー 
(3 m コード付を） X 3台 

^ サラウンドスピーカ ー(8 m コード付さ） X 2台 
サブウーファー (4170— ド付さ） X ] 台 


スピーカーの配置 

スピーカーの配置は、システム全体の音質に大きく影響し 
ます。下記の説明にしたがい、各スピーカーを適切な位置 
に設置してください。 

:、お '-ヒント 

• フ□ント/センター/サラウンドスピーカーは壁に掛けるこ 
とちでをます（目ページ)。 

• お部屋の状況などによりサラウンドスピーカーを設置でさな 
し、場含は、バーチャルサラウンドモードを使うことにより広 
がりのあるサウンドをお楽しみいただけます （1 3ページ)。 

フ□ントス ピーカー 

フ□ントチャンネルか5の:イン音靑信号を再をします。 
従来のステレオ再生と同様に、左ちのスピーカーを U スニ 
ングポジションか5等距離に設置します。テレビ（モニ 
ター)を設置している場合は、テレビ(モニター)か5かし離 
れた左側とち側に設置してください。 

ヴ ラウンド スピーカー 

サラウンドチャンネルか5の効果音等を再生しまず。 

U スニングポジションよりも後ち、または部屋の両ヴイド 
に設置します。お部屋の状況に合わせて、床や棚に置いた 
り、壁に掛けることもできまず。 


センタースピーカー 

センターチャンネルか5の音青信号(人物の会話など）を再 
生します。 

左ちフ□ントスピーカーの間(各フ□ントスピーカーか5等 
間隔の位置)に設置します。 

ぶ'- ヒント 

センタースピーカーはテレビ(モニター)の上に置くこともでき 
ます (7 ページ)。 

サブウーファー 

低音補強巧として、フ□ント、サラウンド、センターの各 
チャンネルからの低域成分のみを集め再生しまず。また、 
ドルビーデジタルや DTS 再生の場合、サブウーファー 
( LF 巳チャンネルからの特殊低域効果音なども再生します。 
サブウーファーはリスニングポジションの斜め前方で、安 
定した平らな固い床の上に置さます。 

サブウーファーの向を 

図 A のよラに壁に巧して正面に向けて設置すると、サブ 
ウーファーからの音と壁か5の反射音びぶつか0互いに巧 
ち消し合って聴こえにくくなることがありまず。図巨のよ 
ラに壁に対して斜奴に設置すると効果的です。 

□ フ□ントスピーカー 
□ サブウーファー 


□ g □ 


’□ 口 



A 


テレビ(モニター)の映像が乱れるとさは、スピーカーをテレビ 
(モニター)から離して設置してください。 


フ□ントス ピーカー （ち） 



.サラウンド 
スピーカー（ち） 


己 


準備ずる 





設置について 


■ フ□ント/センター/サラウンドス 
ピーカーの角度を調整するには 


U スピーカースタンドを固定しているネジを、ス 
タンドび動く程度にゆるめまず。 

* 安定性向上のにめ、スピーカー底面の四隅に付属の 
滑止バッドを貼り付けます。 



回 スピーカー コー ドをスピーカースタンド裏側の 
溝と突起にはわせまず。 

左ちどちらの突起を使ってちかまいません。 



H スピーカーを適切な角度に調整し、ネジを締め 
直しまず。 



■ フ□ント/センター/サラウンドス 
ピーカーを 壁に掛けるには 


□ 壁に巿版のタッピングネジ2本（直径 4 mm 程 
度）を取り付けまず。 


ごミ主意 


万び一のスピーカー落下防止のために必ずおこなってください。 


EI スピーカースタンドの穴をタッピングネジに 
引っ掛けまず。 



bl タッピングネジび、スピーカースタンドの穴の狭 
い部分に確実に入っていることを確認しまず。 



H スピーカーの角度を調整しまず。 

上記の「フ□ント/センター/サラウンドスピーカー 
の角度を調整するには」の手順どおり に調整してくだ 
さい。 



巧の狭い部分 


巨 












(重要なご ミ 主意でず。必ずお読みください。） 

• スピーカーの重量は]台約 0.4 k 旨です。ネジを止める場所 
には、しっかりとした壁または柱を選んでください。モルタ 
ルや化粧べニア板など、はがれやすい材質の壁には取り付け 
ないで<ださい。ネジが抜けてスピーカーが落下するとけが 
の原因になります。 

• ま了などの抜けやすいちのは使用しないで<ださい。長時間の 
使用や振動で抜けてスピーカーが落下するとけがの原因にな 
ります。 

• スピーカーコードを足や手に引っかけて本機を落下させるこ 
とのないよラに、コードは必ず固定してください。 

•取り付け後はおず安全性を確認してください。 

取り付け箇所、取り付けち法の不備による事故等の責任は、 
当社では一切負いかねまずのでご了承ください。 


■ センタースピーカーをテレビ 
(モニター）の上に設置ずるには 


ET スピーカースタンドを固定しているネジとワッ 
シャーを取りがしまず。 

ネジとワッシャーは紛失しないように保管してください。 



• テレビ(モニター)の上面が次のよラな場合は、スピーカーを 
設置しないでくださし、。 

一上面が傾いている。（必ず水平な面に設置してください。) 
一上面の面積がスピーカーの底面よりかさい。 

• スピーカーは防磁設計となっていますが、コンピューターの 
モニターやテレビの近くに設置すると画像び歪むことびあり 
ます。そのよラな場合は離してご使用<ださい。 

• テープをはびした後、接着面には触れないでください。接着 
強度び弱くなります。 

• 固定テープを貼る部分はきれいに拭いておいてください。ほ 
こりや油、水などげ付着していると、テープの接着強度が弱 
<なり、スピーカーび落下する恐れびあります。 


■ アンプユニットにスタンドを取り付ける 

ま定性向上のため、必ずアンプ ユニッ トに付属のスタンド 
を取り付けてください。 

①スタンド底面の四隅に付属の滑止バッドを貼り付けます。 

③スタンドの前後で向を確認し、前ちの突起部をアンプユ 
ニットの凹部にはめ込んでひらアンプユニットにかぶせ 
ます。 

③付属のネジで取り付けまず。 
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準備ずる 




接続のしかた 


接続をおこなラ前に、接続ずるずベての機器の電源コードをコンセントか5がしてくだをい。また、付属の AC アダ 
プターは接続が完了した後でアンプユニットに接続してください。 


正しい接続のために 

. 音声信号の左端テ(白）には接続コードの白のプラグを、ち端テ(ホ）にはホのプラグを接続します。 

-プラグは、しっかり差し込んでください。しっかり差し込まれていないと音が出なかったり雑音の原因となりまず。 

-接続する機器によっては接続方まや端子名げ異なることびありますので、それぞれの機器の取扱説明書わあわせてご覧 
<ださし、。 

-接続が終わった5正しく配線されているか、ちラー度お確か故<ださし、。 


ごミ主意 


本システムは、テレビ(モニター)やビデオ機器のビデオ信号用入/出力端子とは接続できません。 


ビデオデッキなど 




デジタルテレビ / BS デジタルチューナー/ 
ケーブルテレビチューナーなど 


ポータブルオーデイオ 
プレーヤーなど 


る。 


電源コンセント 
( AC 100 V 、 如 
50/60 HZ ) 


AC アダプター 




サラウンド 

スピーカー 

庙） 


フ□ント 
スピーカー 
庙） 


アンプユニット 



◎ ◎ ◎ ◎ 

〇 0 



センター 

スピーカー 



サラウンド 

スピーカー 

(ち） 


フ□ント 
スピーカー 
(ち） 
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外部機器とのつなざかた 


接続には、お持ちの機器にあった下記の接続ケーブル(付属または市販)を ご 巧意ください。 


アンプユニット背面 


- f'：or 

_©- nT ' 


- I 。 I Tvy … 

# I ^ 


—入力端子 

ステレオピン 
ケーブル(付属） 


同軸ケーブル 

— ^—— illlK— 


光ファイバー 
ケーブル 




ビデオデッキ 

など 


CD プレーヤー 
など 


◎ ◎ ◎ ◎ 
〇 〇 


g ポータブル端モ- 



アンプユニッ I 


t デジタルテレビ/ 

BS デジタル 

光ファイバー _チューナ ー / 

ケーブル(付属） 音苗が] ケーブルテレビ 
I -励 チューナーなと 


DVD プレーヤー/ 
テレビゲーム機など 


田、回巧デジタル入力端モ 

DVD プレーヤー、テレビゲーム 機、巨 S デジタルチ ユー 
ナーなどの光デジタル出力端子と光ファイバーケーブルを 
使って接続します。の、回両方の端子に光デジタル出力端 
テのある機器を接続でをます。接続した機器か5のデジタ 
ル音青をお楽しみいただけます。 

团同軸デジタル入力端モ 

DVD プレーヤー、 CD プレーヤー、テレビゲーム機などの 
同軸デジタル出力端子と同軸ケーブルを使って接続します。 
接続した機器か5のデジタル音声をお楽しみいただけます。 


团アナ□グ入力端モ 

ビデオカセツトレコーダーなど、デジタル出力端子げない 
機器のアナ□グ音声出力端子とステレオピンケーブルを 
使って接続します。 

ぶ '-ヒント 

オーディオ出力用3.已 mm ステレオミニ端子のみを装備してい 
るパソコンやポータブルオーディオプレーヤーなどを接続する 
場含は、アンプユニット前面の日ポータブル端子に接続するか、 
ステレオミニプラグ/ステレオピンプラグ変換ケーブルを使用 
して m アナ□グ入力端子に接続して<ださい。 


アンプユニット背面にはビデオ入力端子がありません。アンプユニット背面に接続された DVD プレーヤーなどを再生するには、 
DVD プレーヤーのビデオ出力をテレビ(モニター）に接続してくださし、。 

媒 -ヒント 

. 本システムでは録音、録画はできません。 

• アンプユニット裏面の入力团端子と前面の日ポータブル端子の両方に機器を接続されている場合は、日ポータブル端子に接続さ 
れた機器の音声を優先的に出力します。入力团端子に接続された機器の音青を出力する場合は、日ポータブル端子に接続された 
機器を取り外してください。 


準備ずる 
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接続のしかた 


スピーカーの つなぎかた 

アンプ ユニッ ト背面にスピーカーを接続します。 

フ□ントスピーカー: 3 m コード付き（吕台)—フ□ント爲端テ、フ□ント麽端テに1台ずつ 
センタースピーカー: 3 m コード付き （1 台)ーセンター端モ 

サラウンドスピーカー: 8 m コード付き （2 台)ーサラウンド©端子、サラウンド©端テに1台ずつ 
サブウーファー :4 m コード付き （ 1台)ーサブウーファー端子 


ごま意 


アンプユニット背面のスピーカー端子に同捆のスピーカーしソ外は接続しないでください。 



フ□ント 
スピーカー 
版 


サラウンド 

スピーカー 

版 


センター 

スピーカー 


アンプユニット 


-アンプユニット背面のスピーカー出力端子は、付属のフ□ント/センター/サラウンドスピーカーおよびサブウー 
ファーの接続専用に設計されています。これ5の端テには、絶巧に他の AV アンプやパワーアンプなどを接続しない 
でください。誤動作を起こすだけでな<、アンプユニットの故障や火災等の原因にちなります。 

-スピーカーコードは手や足にひっかけないよう、固定してくださし、。 
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電源コードのつなざかた 

も5—度アンプユニットに接続した機器び確実に接続され 
ている占、確認してください。最後に、電源コードのプラグ 
を家庭用コンセント （100 V 、 己0/已 OHz ) に差し込みます。 

□ 付属の専用 AC アダプターをアンプユニット背 
面に接続ずる。_ 

0付属の専用 AC アダプターに付属の電源コード 
ノ \°ワーケーブルを接続ずる。 

0電源コードのプラグを家庭用コンセント 
(100 V 、 已 0/60 HZ ) に差し込む。 

-付属の専用 AC アダプターを机などの上に置く場合は、落下 
ずることのないよラ必ず固定してください。もし落下した場 
含、アダプターや他の機器の破損だけでなく、けがをずる原 
因にちなりまず。 

• 必ず付属の専用 AC アダプターをご使用ください。他の AC 
アダプターの使用は本機の故障や火災の原因となりまず。 

• 付属の専用 AC アダプターは、本機 L ソがの機器に使用しない 
でください。 AC アダプターや、使用した機器の故障や乂災 
の原因となりまず。 


電源をオン/オフずる 

全ての接続げ終わった5、アンプユニットまたは U モコンの電源キーを押して電源を入れます。 


電源 


■電源を切るには 

アンプ ュニッ トまたは U モコンの電源キーをもラー度押し 
て < ださい。 

ぶ'- ヒント 

スタンバイモードになっている間も、 U モコンからの赤外線信 
号を受信するために、か量の電力を消費しています。 




アンプユニット背面 



家庭用電源 
コンセントに 
差し这む 


準備ずる 








スピーカーの 音量レベルを調節する 


テスト!-ーンを出力して、視聴位置で聞こえる各スピー 
カーか5の音の大きさげ同じになるよラに調節します。こ 
の調節はドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック II 、 
DTS や AAC を最良の環境で使用するために重要です。 


ごミ主意 


• ヘッドホンをつないでいると、音靑出カレベルを調整でさま 
せん。音声出カレベルを調節する前に、ヘッドホンを取りは 
ずしてください。 

• ナイト U スニングモードをオンにしてを、テスト!ンの音量 
はかさくな0ません。夜間に調節する場合はご注意ください。 


テスト!-ーンで調節ずる 


付属のリ亡コンを使って、各スピーカーの音量を調節します。 


ごま意 


• 調節はおず視聴位置で行ってください。 

• 出荷時の音量は最小 (MIN) に設定されており、そのままでは 
テスト!-ーンは出力されません。あらかじめシステム全体の 
音量を適量に上げておいて<ださい。 



□ テスト キーを 巧ず。 

テスト!ンは、フ□ント（左）スピーカ ー- ►センター 
スピーカ一-^フ□ント（ち）スピーカ ー- -サラウンド 
(ち）スピーカー-^サラウンド（左）スピーカ ー- ^サブ 
ウーファー…の順で巡回し、それぞれ約2.已秒間ずつ 
聞こスまず。 

:、お '-ヒント 

テスト I -ーン出力中はち上の図のよラにアンプユニットの 
CINEMA DSP キーの点灯状態により、どのスピーカーからテ 
スト I -ーンが出ているかを確認でさます。 


◎ ◎ © ◎ 

© © © © ©資®を 


フ□ント（を) 
サブウーファー 

\と|ビ-/ \-，-し，/ \，レ/ \ブし/ 

◎ ◎ ◎ ◎ 


サラウンド（左）-|£^. 



フ□ント（ち） 


1^- サラウンド（ち） 


\il ビ -/ む -!<,5 fix ザ-と い t- Sl-l ■け fVK \ ホし / 

◎ ◎◎◎ ◎◎◎◎ 


&調整したいスピーカーか6テスト!ンび出て 
し巧間に音量 +/- キーを巧して、ほかのス 
ピーカーの音量と同じになるよ5に調節ずる。 

調節中は、テストトーンの巡回び一時停止します。+ 
キーまたはーキーを離してしばらくずると、再び巡回 
します。 


ぶニヒント 

スピーカーの音量はアンプ ユニッ トの音量インジケーターで確 
認できます。 


音量 インジケ ー タ ー 

□□ Pro Logic 丑 

AAC _DTS □□ Digital _ 主/副 _ ム - ビ -_ ミトジック K— チャル 

□ □□□□□□ 1 _ 

MIN _ • _ MAX _ 


フ□ント(ち)、（左)スピーカーの音量は、 
音量インジケーターの「*」より上(上図の 
「♦」よりち側)には設定でさません。 


調節び終わった5、もう一度テストキーを巧す。 

テストトーンが止まります。 


ぶニヒント 

• スピーカーの音量を初期設定 (OdB) に戻すには、テストトー 
ン出力中にアンプユニットのバーチャルキーを2砂間押し続 
けます。 

• アンプユニットの音量ツマ S をテストトーン出力中に調節す 
ると、システム全体の音量を増減することびでさます。 
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バーチャルサラウンドモードを 
使ラ 

本システムにはバーチャルサラウンド機能があり、ヴラウ 
ンドスピーカーなしでも已 .] チャンネルサラウンドをお楽 
しみいただけまず。 

誠 '-ヒント 

フ□ント、センター、ヴプウーファーだけでちバーチャルサラ 
ウンドをお楽しみいただけますが、サラウンドスピーカーを接 
続し4台のフ□ントスピーカーとして使ラと、迫力のある音を 
再現でさます。 

サラウンドスピーカーからはフ□ントスピーカーと同じ音が出 
るので、スピーカーの位置を工夫することで音の広がりを変え 
ることびでさます。 


アンプユニッ I 


フ□ントスピーカー（ち） 


-サブウーフア- 


バーチヤルヴラウン ドモードのスピー 
カー音量を調整ずる 


) © 

I グ^國得] 

-む-1>,,，レビ r-u I 
)〇〇〇1 




曰ミ +/ — 


3 ビ -n-1^ つり苗 I 

ののの I 〇 
I 曰曰曰 :'テスト 

咳居)居）句 I 

I け ® • J I 


調節はおず視聴位置で行って<ださい。 

出荷時の音量は最ル ( MIN ) に設定されており、そのままでは 
テスト!-ーンは出力されません。あらかじめシステム全体の 
音量を適量に上げておいて<ださい。 

I テストキーを巧ず。 

テストトーンは、フ□ント（左)スピーカ ー- ^センタース 
ピーカ ー- ►フ□ント（ち)スピーカ ー- ►サラウンド庙）ス 
ピーカ ー- ^サラウンド(左)スピーカ ー- ^サブウーファー... 
の順で巡回し、それぞれ約2.日秒間ずつ聞こえます。 


フ□ント 
スピーカー（左） 


■ バーチャルサラウンドモードへ切り換える 

アンプユニットのバーチャルキーを押してバーチャルサラウ 
ンド亡ードに切り換えまず。バーチャルサラウンドモードに 
切り換わると、バーチャルインジケーターび点好します。 


T -バーチャル 

; インジケーター 


パーチヤル 



Ei 調整したいスピーカーか5テスト!-ーンが出て 
し、る間に音量 +/- キーを巧して、ほかのス 
ピーカーと音量が同じになるよラに調節ずる。 

調節中は、テストトーンの巡回が一時停止します。+ 
キーまたはーキーを離してしばらくずると、再び巡回 
します。 

:、お '-ヒント 

スピーカーの音量はアンプ ユニッ トの音量インジケーターで確 

旨■インジケ-夕- 


DTS □□Digital 主/副 

□ □ □ 


□□ Pro Logic II 

ム-ビ-ミュージック K づヤル 


ぶ-- ヒント 

通常のサラウンドモードに切り換える場含は、もう一度バー 
チャルキーを巧します。 


フ□ント(ち)、（左)スピーカーの音量は、音量インジケーター 
の「♦」より上让図の IVI よりち側）には設定できません。 


バーチャル サラウンド モー ドではサラウンド スピーカーの 音量 
は調節でさません。 

0 調節が終わった S 、 ち5-度テストキーを巧す。 

テストトーンび止まります。 

:、お '-ヒント 

• スピーカーの音量を初期設定(□犯)に戻すには、テスト! 

ン出力中にアンプユニットのバーチャルキーを2秒間押し続 
けます。 

• アンプユニットの音量ツマ S をテスト I -ーン出力中に調節す 
ると、システム全体の音量を増減することびできます。 


準備ずる 


13 








音声を再をする 


基本操作 

アンプユニットに接続した機器の音青を次の手順で再生し 
ます。 


入力切換インジケ ーター 



□ アンプユニットに接続した機器の電源を入れる。 


H リモコンの入力切換キー（1、2、3または 4) 

を巧して、入カソースを選ぶ。 

アンプユニットの入力切換インジケーター(1、2、3ま 

たは 4) が点灯しまず。 

:お ヒント 

• アンプ ユニット 背面の入力端子 田〜团と 入力切換1 〜 4 
キーは対応しています。入力端子田に接続した機器を 
再生するには、入力切換]キーを押します。アンプユ 
ニッ ト裏面の入力 团 端子と前面の日ポータブル端子の 
両方に機器を接続されている場合は、日ポータブル端モ 
に接続された機器の音声を優先的に出力します。 

• アンプ ユニット 前面の日ポータブル端子に接続した機器 
を再をするには、入力切換4キーを巧します。 

• アンプユニットの入力切換キーを何回か巧して、入力 
ソースを選ぶこともできます。 

0" 機器の再生を始める。 

再生する機器の取扱説明書をご覧ください。 

ET リモコンの音量 +/— キーを押して音量を調節 

ずる。 

アンプユニットの音量インジケーターび、 MIN (最小） 

から MAX (最大)まで点口して音量を表示します。 

ぶ'- ヒント 

• アンプユニットの音量ツマ S を左ちに回してち音量(ボ 
リューム）を調節でをます。 

• 出荷時の音量は最小 ( MIN ) に設定されています。 


ごミ主意 


• 本システムはサンプリング周波数 48 kHzl ； (下のデジタル信 
号（リニア PCM 、 ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC ) を再生で 
きます。また、日目 kHz の U ニア PCM 信号を再生できますび、 
シネマ DSP 、 ドルビープ□□ジック II は機能しません。 

• DTS - CD を早送りすると、プレーヤーによってはノイズが聞 
こえることがあります。 

■再生音を聴きなが!5、スピーカーの音 
量レベルを調節ずる 

テスト!-ーンでスピーカーの音量を調節してあれば、十分 
にお楽しみいただけますげ、再生中に各スピーカーの音量 
レベルをお好みに合わせて調節することちでさます。調節 
でさるスピーカーは、サブウーファー、サラウンド/セン 
タースピーカーです。 


ごミ主意 


へッドホン使用時には調節できません。 （+/- キーを押して 
ち無効です。） 

サブウーファーの音量を調節ずる 

スピーカーレベルキーのウーファー +/- キーを巧す。 

十キーを巧すと音量び大をくなり、ーキーを押ずと小さく 
なります。 

調節中は、アンプユニットの音量インジケーターがサブ 
ウーファーの音量を表示します。 

サラウンドスピーカーの音量を調節ずる 
スピーカーレベルキーの サラウンド+/— キーを f 甲ず。 

十キーを押ずとサラウンドスピーカーの音量が大きくなり、 
ーキーを巧すとかさくなります。左ちのサラウンドスピー 
カー音量は同時に調節され、別々に調節ずることはでさま 
せん。 

調節中は、アンプユニットの音量インジケータがサラウン 
ドスピーカーの音量を表示します。バーチャルサラウンド 
モードの場合は、サラウンドスピーカーの音量は表示され 
ません。 

センタースピーカーの 音量を調節ずる 
スピーカーレベルキーのセンター +/- キーを押ず。 

十キーを巧ずと音量び大さくなり、ーキーを押ずと小さく 
なります。 

調節中は、アンプユニットの音量インジケータげセンター 
スピーカーの音量を表示します。 

■一時的に音声を消ず（消音ずる） 

消音 キーを f 甲ず。 

前の音量に戻すには、わう1度消音キーを巧します。 

:、お '-ヒント 

. 消音中は、消音したとさのレベルの音量インジケーターが点 
滅します。 

• アンプユニットをスタンバイ状態にすると、消音は解除され 
ん這 0 
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シネマ DSP 音場を楽しむ 


映画やコンサート、スポーツ中継などさまざまな再生ソースの音声を、シネマ DSP の音場プ□グラム効果でさ5に豊かに 
楽しめます。 

再生するソースに合わせてムービー、ミュージック、テレビ、ゲームの音場プ□グラムか5選んでください。 




入カソースが吕チヤンネルの場合 

ドル ビープ □□ジック IIムービーげ オンになり、已チヤン 
ネルで出力されます。 

入カソースが音靑を重やモノラル1チヤンネルの場合 

シネマ DSP の音場プ□グラム効果はかかりません。 


ir ソースを 再生ずる。 

「音声を再をする」 （ 14ぺージ)をご覧<ださし、。 


B CINEMA DSP ムービー、ミュージック、テレ 
ビまたはゲームキーを巧ず。 

アンプユニットのシネマ DSP キーげ点灯し、選おした 
音場プ□グラムを示します。 

シネマ DSP をキャンセルずるには 

選択している CINEMA DSP キーをもラー度押すか、モー 
ドキーを巧します。 


ソースの音声をそのまま再生ずるには 

シネマ DSP の音場効果をかけずにソースの才 U ジナルサウ 
ンドを再をします。「ソースの音青を忠実に再をする」 （1 目 
ページ)をご覧 < ださい。 


■ シネマ DSP 音場プ□グラムについて 

シネマ DSP の音場プ n グラムの特長は次のとおりです。音場プ□グラムを選ぶとさの目安にしてください。また、プ□グ 
ラム名にこだわ5ずにほかの音場プ□グラムも試していただを、再生ソースやご自分の好みに合った音場プ□グラムを選 
んで < ださし、。 


音場プ□グラム 

特長 

ムービー 

\ム.1 と-/ 5】-ジ9。 ，レピ ザ-ム 

◎ ◎ ◎ ◎ 

映画の世界の広がりと臨場感を演出する音場です。ドルビーサラウンドや DTS サラウンド、 
AAC サラウンドのヴウンドデヴインの魅力を損なラことなく、さ5に豊かな音場で映画の世 
巧を楽しめます。 

ミュージック 

と-ビ- 、ユ -by/ チレビ ザ-么 

◎ ◎ ◎ ◎ 

ライブコンサートホールの熱気と興奮を感じさせる音場でず。 

テレビ 

h -ビ- \，—1ゼ/ ザ-么 

◎ © ◎ © 

スポーツ中継やスタジオバラエティ番組をライブ感豊かに楽しめます。 

ゲーム 

と-ビ- si-fy ク テレビ \ザし/ 

◎ © ◎贫 

パソコンのゲームやテレビゲームの3次元的なサラウンド効果を楽しめます。 


操作ずる 
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その他の再をモードで楽しむ 


ソースの音芦を忠実に再現ずる 


モードをオートに設定ずると、 CD などの2チャンネルソー 
スをそのまま再生したり、ドルビーデジタルやドルビープ 
□ □ジック、 DTS 、 AAC で姐理されたサウンドを忠実に 
再生でさます。スムースで正確な音の移動など、才 U ジナ 
ルな5ではのサウンドデヴインをお楽しみいただけます。 
ドルビープ nn ジック11を選択すると、2チャンネルソー 
スを仮想的にをチャンネル化でをるので、すべてのスピー 
カーか5音を出してお楽しみいただけます。 




ir ソースを 再生ずる。 

「音声を再生ずる」 （ 14ぺージ)をご覧ください。 


モードキーを巧して才ート、ドルビープロ〇 
ジック II ムービーまたはドルビープ□□ジック 
IIS ユージックを選ぶ。 

モードキーを巧すたびに次のよラに切り換わり、アン 
プ ユニッ トのモードインジケーターげ選択したモード 
を 7 J \ します。 


>■ 才ート 

~I- □□ Pro Logic n 

AAC DTS □□ Digital 主/畐リ ム - ビ - ミュージック"づャル 

□ □□□□□□ 


MIN • MAX 

r _ 

ドルビープ n □ジック II ムービ ー I 


□□ Pro Logic II 

AAC DTS □□ Digital 主/畐リ ム - ビ - ミュージック"づャル 

□ □□□□□□ 


MIN • MAX 

r 

ドルビープ n □ジック II ミュージック 

□□ Pro Logic n 

AAC DTS □□ Diaital 主/副 ム - ビ - ミュージックパー?ャル 
□ □□□□□□ 
MIN • MAX 


AAC 、 DTS またはドルビーデジタル信号を入力する 
と、モードインジケーターの AAC 、 DTS または 
□ CO 呂 ital び点の■します。 


再生モード 

特長 

才ート 

ドルビープ □□ ジック II デコーダーはオフになります。音楽 CD は 2.1 
チャンネルで出力されます。ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC のチャン 
ネル数は自動的に検出され、対応ずるスピーカーか5音が出ます。 

ド J レビープ□ロジック II ムービー 

映像系ソースに適しています。ビデオテープなどの 2 チャンネルソース 
の音靑をすベてのスピーカーか 5 出力して楽しめまず。 

ドルビープ□□ジック 11 ミュージック 

音楽系ソースに適しています。音楽 CD などの2チャンネルソースの音 
声をずべてのスピーカーか5出力して楽しめます。 


ごミ主意 


モノラルソースをドルビープ□□ジック II ムービーで再生する 
と、センタースピーカーから音び出ます。フ□ントやサラウン 
ドスピーカーからは音はほとんど出ません。 


設定の保持について 

-アンプユニットをスタンバイ状態にすると、そのとさ選 
おされていた入力切換の設定と音場プ□グラム（または 
才ート/ドルビープ n □ジック II の設赵げ記憶され、次 
回電源を入れると自動的に前回の設定になります。 

-入力を切り誓えると、その入カソース （1 〜 4) で最後に 
設定していた音場プ n グラム（またはオート/ドルビー 
プ□□ジック II の設定)が自動的に選択されまず。 
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その他の再生モードで楽しむ 



大さな効果音を抑えなび5、セリフなどははっさり聞こえ 
るよラに再生されます。夜間などか音量で再生するとさで 
ちシネマ DSP などすベての音場をお楽しみいただけます。 





お手持ちのポータブルオーディオプレーヤーをアンプ ユ 
ニットに接続することがでさます。市販の3.日 mm ステレ 
オミニプラグケーブルを使用して、アンプユニット前面の 
日ポータブル端テとポータブルオーディオプレーヤーを接 
続します。日ポータブル端テに接続された音声を再生する場 
合は、 U モコンの入力切換4キーを巧します。 


接続する前に、アンプ ユニット およびポータブル オー ディオプ 
レーヤーの音量を下げて<ださい。 

:、お '-ヒント 

アンプ ユニッ ト裏面の入力团端子と前面の 日 ポータブル端子の 
両方に機器を接続されている場含は、 日ボータブル端子に接続さ 
れた機器の音责を優先的に出力します。 入力团端子に接続さ 
れた機器の音靑を出力する場合は、 日 ポータブル端テに接続され 
た機器を取り外してください。 





ナイトリスニンク 


I のの任）@1 I 

I m 田》 I I 

辕 YAMAHA 


□ ソースを再生ずる。 

「音声を再をする」 （ 14ぺージ)をご覧<ださし、。 

B シネマ DSP 音場プ□グラムなど、お好みの音場 
を選ぶ。_ 

B ナイトリスニングキーを巧ず。 

アンプ ユニッ トのナイト U ス ニン グインジケーターが 
点灯します。 

ナイト U スニングキーを巧すたびに、オンとオフげ切 
り換わります。 


ドルビーデジタル、 DTS などのサラウンドサウンドの音場 
をへッドホンで擬似的に再現するサイレントシネマで音靑 
を楽しめます。 

へッドホンを〇へッドホン端テに接続するだけでサイレン 
トシネマモードになります。 



〇へツドホン 


ぶ-- ヒント 

• ヘッドホンを接続しているとさは、スピーカーから音靑は出 
力されません。 

• 入カ ソースが 2チわンネルのとさ、 モードキーを オート（ド 
ル ビープ □□ジック II が オフ）に設定した場合は通常のステ 
レオ再生になります。 


の c±) C+) 

Cl'S ■- WW-I! 

s 日日 


ナイト u スニングモード 


へッドホンを使ラ 


ポータブルオーディオプレー 
ヤーを接続ずる 


ごミ主意 


勇質0 

I え 0 

ミ彦 


操作ずる 
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K 障かな？と思った 6 


使用中に本システムが正常に作動しなくなった場合は、し: TF の点をご確認ください。下記政外で異常げ認め5れた場合や、 
対処しても正常に作動しない場合は、アンプユニットの電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上げ店ま 
たは最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。 


■全般 


症が 

原因 

解決方法 

参照 

ぺージ 

電源を入れてちすぐに 
切れてしまラか、また 
はスタンバイげ態に 
戻ってしまラ。 

電源プラグの接続び不完全。 

電源プラグをコンセントにしっかり差し込んでく 
ださい。 

11 

アンプユニットび落雷や過度の静電気 
など、が部からの強い電気ショックを 
受けた。 

アンプユニットをスタンバイ状態にし、電源コー 
ドを抜いて、約30敕経ってから差し込み直して、 
電源を入れて < ださい。 

- 

音が出ない。 

接続び不完全。 

接続を確認してください。 

8〜]] 


再生ずるソースの選択び適切でない。 

入力切換キーで正しく選んでください。 

14 



DTS インジケーターが点滅しているとさは、別の 
入カソースに切り替えてからちラー度もとの入力 
ソースを選んでください。 

- 


スピーカーの接続び不完全。 

スピーカーの接続を確認してください。 

10 


音量が絞られている。 

音量を大きくしてください。 

14 


消音されている。 

U モコンの消音キーまたは音量+/—キーなどを巧 
して消音を取り消し、音量を調節してください。 

14 

フ□ントスピーカーし U 
列のスピーカーから音 
が出ない。 

モードキーでオートを選択している。 

CINEMA DSP キーで別の音場プ□グラムを選ぶ 
か、モードキーでほかの再生モードを選んでくだ 
さい。 

15. 16 


ドルビーサラウンドやドルビーデジタ 
ル、 DTS にサラウンド効果の信号び 
入っていない。 

CINEMA DSP キーで別の音場プ□グラムを選ぶ 
か、モードキーでほかの再生モードを選んでくだ 
さい。 

15. 16 


サンプ U ング周波数 48kHz を超えるデ 
ジタル信号を入力すると、フ□ントス 
ピーカーからのみ音び出ます。 


- 

センタースピーカーか 

5 音が出ない、または 
非割こルさい音しか出 
ない。 

センタースピーカーの音量レベルび最 
ルまで絞られている。 

U モコンのスピーカーレベル(センター +) キーを 
巧してセンタースピーカーの音量を上げてくださ 
い。 

14 

ドルビーデジタル、 DTS、AAC にセン 
ターチヤンネル信号び含まれていない。 


- 

サラウンドスピーカー 
から音び出ない、また 
は非常にルさい音しか 
出ない。 

サラウンドスピーカーの音量レベルび 
最小まで絞られている。 

U モコンのスピーカーレベル(サラウンド +) キー 
を押してサラウンドスピーカーの音量を上げてく 
ださい。 

14 

ドルビーデジタル、 DTS、AAC にサラ 
ウンド効果の信号が含まれていない。 


- 

サブウーファーから音 
が出ない、または非常 
にかさい音しか出ない。 

ソースに低音信号が含まれていない。 


- 

サブウーファーの音量レべ j レび最かま 
で絞られている。 

U モ]ンのスピーカーレベル（ウーファー +) キー 
を巧してサブウーファーの音量を上げてください。 

14 
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故障かな 


症げ 

原因 

解決方法 

参照 

ぺージ 

ドルビーデジタル信号 
のソースを入力し、 

□□Di 邑 ital モードを選択 
しているのに、セン 
タースピーカーとサラ 
ウンドスピーカーから 
音がでない。 

ドルビーデジタル信号 (2 チヤンネル)の 
ソースを入力している。 

入カソースび已 .] チヤンネルに対応している場含 
は、再生機器側で己.]チヤンネルを選択してくだ 
さい。（入カソースび己.]チヤンネルに対応してい 
ない場合は、ロロドの Lo 呂 ic 11ムービー/ミュー 
ジックモードでサラウンド音声をお楽しみいただ 
けます。） 

16 

ドルビーデジタルまた 
は DTS の再生びでさな 
し、。（本機の DTS または 
□□Digital モードインジ 
ケーターが点灯しない。 

接続した DVD プレーヤーなどび下記の 
設定にされてない。 

-「デジタル出力」かつ r ドルビーデジタ 
ルまたは DTS」 

•「出力:デジタル」かつ r 信号の種類：ド 
ルビーデジタルまたは DTS」 

お使いの DVD プレーヤーなどの取扱説明書をご覧 
になり、正しく設定してください。 


アンプュニットとプレーヤーびデジタ 
ル接続されていない。 

アンプユニットとプレーヤーのデジタル端子を接 
続してください。 

9 

A ム音が出る。 

アナ □ グ入力端テの接続び不完全。 

アナ□グ入力端子の接続を確認してください。 

9 

音が重む。 

入力信号のレベルが高すざる。 

接続機器側の出カレベルを下げてください。 

- 

ノイズび気になる。 

入力信号のレベルが低すざる。 

接続機器側の出カレベルを上げてください。 

- 

接続び不良または不完全。 

接続をやり直してください。 

8〜10 

アンプ ユニッ トが正常 
に作動しない。 

巧部マイコンが外部電気ショック(落雷 
または過度の静電気)、または電源電圧 
の低下によってフ U- ズしている。 

コンセントから電源プラグを抜を、約30秒後にを 
ラー度差し込んでください。 

- 

デジタル機器や高周波 
機器から雑音が出る。 

アンプュニットびデジタル機器または 
高周波機器に接近しずぎている。 

アンプユニットをそれらの機器から離して設置し 
て < ださい。 

- 

■ U モコン 

症げ 

原因 

解決方法 

参照 

ぺージ 

リモコンで操作でさない。 

リモコン操作範囲からがれている。 

アンプユニットの U モコン受光窓から 6m 政内、 

角度3ぴ1；(内の範囲で操作してください。 

4 

アンプュニットの U モコン受光窓に直 
お曰光や照明(インバーター壁光灯な 
ど）が当たっている。 

照明、または本体の向さを変えてください。 

- 

電池び消耗している。 

電池を交換して < ださい。 

1. 先のとびったピンをリモコン背面中央のルさい 
巧に差し込み、電池ケースを引さ出します。 

2. U チウム電池を入れ換えます。 

3. 電池ケースを戻します。 


ちのけ一た ® を上側に 

含ンなど cT 

ぶ誤 


そ 

の 

他 


S 


報 
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用語解説 


AAC (アドバンストオーディオコーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の1つで、 BS / 地上波デジタル放 
送で採用されています。モノラル音声から最大で7チヤン 
ネル音靑までを効率良く圧縮して記録、伝をでさます。 

本機は AAC デコータ‘一を搭載しているので、 BS / 地上波 
デジタルチューナーで受信した番組の日.1チャンネル音声 
を楽しむことげでさます。 


DTS デジタルサラウンド 

多くの映画館で採用されている最大日.1チヤンネルのサラ 
ウンドシステムでず。チヤンネ J レ間のセ y レーシヨンも良 
く情報量ち多いので、 I 」アルな音響効果げ得5れます。 


LFE (低域効果音) 0.1 チャンネル 

音声成分の帯域が20〜12日 Hz の、低音域専用チャンネル 
です。ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域巧の己チャ 
ンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使 
用されます。音声の帯域が低域のみに制限されているので、 
日.1と表現されます。 


PCM 

圧縮せずにデジタル信号に置を換え5れた信号です 。 CD 
では、44.1 kHz / 1目 bit で記録されているのに対し 、 DVD 
では 48 kHz / 1日 bit 〜1 92 kHz /24 bit で記録されているの 
で、 CD よりも高音質で再生できます。 


エンコード/デコード 

信号や情報を加工、圧縮、デジタル化することをエンコー 
ドといいます。エンコードすることで、非常にをくの信号 
や情報量を一枚の CD や DVD などに収録ずることげでさま 
す。 

エンコードされた信号はそのままでは音として聞くことが 
でさません。これをちとの信号に戻すことをデコードとい 
い、音として聞くことげでさます。この装置げデコーダー 
で、本機はドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック II 、 
DTS 、 AAC の各デコーダーを装備しています。 


日 

曰场 

音は発生源か5直接人間のちに届くだけでなく、壁や天井 
に反射してやや遅れて到達したり（初期反射音)、複雑に反 
射を繰り返しなげ5消えていったりします(後部残響音)。 
こラしたさまざまな音を聴くことで、人間はその場所のに 
さや形状を知覚することがでをます。このよラな建物など 
が持つ固有の音響空間を音場と呼びます。 


サイレントシネマ 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラムを擺 
似的に再現ずるた故の、ヤマ八独自のシステムです。自然 
で立体感あふれる音場プ□グラムをへッドホンでもお楽し 
みいただけます。 


シネマ DSP 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画館用に 
設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁の材質、 
スピーカーの数などの条件の違いによって、同じソフトで 
あっても視聴感に差げ出てしまいます。 

ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自の音 
場技術を応用することで、ドルビープ□□ジックやドル 
ビーデジタル、 DTS のシステムと組み合わせて音のスケー 
ルや奥行さ、音量感を補い、ご家庭でち映画館のよラな視 
聴体験を実現します。 


ドルビーサラウンド 

映画館や劇場では、観客席を取り囲む多くのスピーカーに 
よって、シーンに合わせて前後左ちに移動する効果音、体 
全体を包み込むような立体サウンドげ楽しめまず。こラし 
た臨場感を実現するのげドルビープ □□ ジックでデコード 
ずるドルビーサラウンド入力です。本来、ドルビーサラウ 
ンド方式は、左ちフ□ントにチヤンネル）+センター (1 
チヤンネ J レ）十サラウンド （ 1チヤンネル）の含計4チヤンネ 
ル構成ですげ、家庭向けの放送;><ディアやビデオでわ楽し 
故るよラ、ステレオ (2 チヤンネル)との互換性げ保たれ、ス 
テレオ再生び可能なご家庭の AV システムで手軽に楽しめ 
ることげ大さな特長となっています。 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネル音 
靑を再生でをるデジタルサラウンドシステムです。全帯域 
の音声成分を持つフ□ントの3チャンネルイン L / R 、 
センター)と、サラウンドのステレオ2チャンネル、低音域 
専巧の LFE チャンネルの合計日.1チャンネルで構成されま 
す。 

サラウンドがステレオ2チャンネルで収録されているた故、 
音の移動感、木々のざわめをや波の音などの繊細な環境音 
ち明確に再現でさます。 


ドルビープ□□ジック II 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分離 
感を保ったまま日.1チャンネル音声に変換します。映画用 
のムービーモードと、音楽などのステレオソース用の 
S ユージックモードび用意されています。従来の2チャン 
ネル音靑(モノラル音声を除 <) だけで記録されたちい映画 
ち、日.1チャンネルの迫力ある音青で楽し奴ます。 
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まな仕様 


アンプユニット 

定格出力 

フ□ント/センター/サラウンド:目 W (1 kHz 、4 Q 、] 日 o / oTHD ) 
サブウーファー:1 8 W (1 日日 Hz 、4 n 、 1日 o / oTHD ) 

入力感度 . 2日 OmV 

へッドホン出力/インピーダンス . 

. 4已 0 mV /30 Q ( lkHz 、 200 mV ) 

再生周波数 .40 Hz -20 kHz 

寸法(幅） X 搞さ） X 燥行き） ....... 1日2 X 260 X 1 目日 mm 

質量 . 1.目 k 呂 

消費電力 .40 W 

待機時消費電力 . 約日. 8 W 

電源電圧 . DC 1己 V 

フ□ント/センター/サラウンドス ピーカー 

型名 . フルレンジ、密閉型 

型式 . 曰 cm コーン、防磁型 


インピーダンス . 

寸法川畐ぃ搞さ） X 燥行き）, 


サブウーファー 

型名 . ヤマ八•アクティブヴーボ•テクノ □ジー方式 

型式 .13 cm コーン、防磁型 


. 7 日 mmx91mmxl 1 0mm 


インピーダンス . 40 

寸法(幅 ）X (高さ ）X (奧巧さ） . 

.220mm X 239mm X 220mm 

質量 ... 3.41<呂 

AC アダプター 

入力 . AC 10 0 V 〜 240 V / 已0/目 OHz 

出力 . DC 1已 V /2 .目 7 A 

* 仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあ 
ります。 


本機は 「JIS C 目1日日0-3-2」適合品です。 

JIS C 目]日日 0-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両 
立性-第 3-2 部:限度値一高調波電流発生限度値 （ 1相当 
あたりの入力電流げ 20 A 政下の機器)」に基づさ、商用 
電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計•製造 
した製品です。 


音楽を楽しむエチケット 


I 雇チケ7卜 ]I 


楽しし宿楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょう。静かな夜 
間にはかさな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わ城ところに迷蔥をかけてしま 
います。適当な音量をむげけ、窓を開故たり、ヘッドホンをご使巧になるのも一つの方までず。音楽はみ 
んなで楽しむちの、お互いにむを配り快適な生活環境を守りましょラ。 


その他の情報 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

巾マ A ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安むしてご愛用いただくたゆのものです。 
サービスのご依頼、お問いをわせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り扱いに関ずるお P 3 いをわせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せ旦れるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして<ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

【全国共通） 査 S . 0570 -01 -1808 

全国どこからでも巿内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、戶 HS 、 IP 電話か5は下記ま号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4巨 0-3409 

FAX (053)460-34 已白 
干 430-8650 静岡県お松市中区中お町 10-1 

受付日：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：10:0日〜12:0日、13:00〜18:00 


ヤマ AAV 製品の修理、サービスパーツに関するお巧い合わだ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(を国共通） 留 5 , 0570-01-2808 

于ヒで/村レ 

全国どこからでを市内通話料金でご利巧いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4巨 0-4830 

FAX (0 已 3)463-1 127 

受巧日：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜曰目:日日〜 1 目:日日±曙曰 9 :日日〜 17 : 3 日 

修理お持ち込み窓口 

受付曰：月〜金曜日（祝日および興社の休業日を除く） 

受付時間： 9 : 00 〜 17 : 4 己 

化海道千 064 - 8 已 43 札幌市中巧区南 1 日菜西]了目]-已日 
ヤマ八センター内 
FAX { 0 1 1 ) 512-6109 

首都圏〒 1 43 - 0006 東京都大田区平和島 2 T 目 1 - 1 
京浜トラックターミナル巧 14 号棟 A- 己 F 
FAX ( 03 ) 己 762 - 2 12 己 

お松 〒 435 - 0016 お松市東区和田に 2 日。 

ヤマ八(株)和田工場内 
FAX ( 053 ) 462-9244 

名ち屋〒 4 己 4 - 0 □日 8 名古屋巿中りI区玉 j 11 町 2 T 目 1 -2 
ヤマ A (株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX ( 052 ) 652-0043 

大阪 〒己 64 - 日日己 2 吹田市広た町 1 0-28 
才ーク江坂ビルディング孔 
FAX ( 0 巨)巨 330 -日已 3 曰 

九州 〒 81 2 - 8508 福岡巿博多区博を駅前 2 T 目 11 -4 
FAX ( 092 ) 472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保註 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間が週ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持できる堤合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金でず。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金です。その他修理こ付帯する 

部材等を含む場をちあります。 

出張料 製品のある場所へ技術をを派遣ずる場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく墙合びあります。 

♦ 補修巧性能部品の最お保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳しくおミ日弓せ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせておが6せ<ださい。 
《品番、製造番号は製品の背面ちし<は底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能節囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合があります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使巧年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
巧されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本磯を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ J V 電気音誓製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコント□-ル、スイッチ.リレー類、接続端子、ランスベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター顚など 


《このページは、安全にご使用いただくために A V 製品全般について記載して 
おじまず。 

永年ご使用の裝品の点巧を！ 


こんな症状はありませんか？ 

1 J • 電源コード’プラグび異常に熱い。 

X ♦ ]ヴくさい臭いがする。 

• 電源コードに深いキズか変形びある。 
愛情点検 ♦ 製品に触れるとピ U ピ I 」と電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントか5あさ、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


トマ八株式含社 

〒43日-8日日0浜松市中区中沢町10 -1 
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